




要約:7NICU 施設における多胎児の入院状況を、1982 年、1987 年、1992 年の 3年間につい

て調査して管理状況の変遷を検討した。多胎児の入院比率は年を経る毎にわずかに増加傾

向がみられたが、品胎・四胎児は明らかに増加する傾向にあった。多胎母体は不妊治療例

が増加し、品胎・四胎児は不妊症治療による妊娠例が多くみられた。多胎児の集中治療期

間、入院期間の平均は年を追う毎に増加傾向にある。


